
様式第2号

522 　　令和７年５月２７日現在

所属先名称

役職名

捕獲手法　　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

全国 北海道 東北 関東 北陸 東海

近畿 中国 四国 九州 沖縄

鳥獣プロデータバンク　 鳥獣保護管理プランナー

鳥獣保護管理調査コーディネーター

ジビエ利活用コーディネーター

522 　　令和７年５月２７日現在

捕獲手法　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

その他（　　　　　 ）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

その他鳥獣（　タヌキ、イタチ ）

対策の種類

※該当に✓を記入

対象獣種

※該当に✓を記入

活動の内容

活動期間

地域

令和元年4月～令和7年3月

京都府京都市

数年で異動する市町村職員にとって、野生動物問題への対応は予備知識なしで取り組まざるを得ない状況が生じ
ている。そこで主に新任の市職員を対象として、各種動物の生態や被害防除対策、捕獲手法などについて研修会
および助言を行った。特に、市として深刻な問題の1つである野生動物の市街地出没の対応については、事前の防
止策から出没が生じた際の対応まで指導した。

⑫活動実績

⑦ 対象鳥獣
※該当に✓を記入

　農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー登録票（活動実績）

　農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー登録票（基本情報）

①
ふりがな えびはら　ひろし

氏名 海老原　寛

⑥ 専門分野
※該当に✓を記入

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

④ 所属先
株式会社野生動物保護管理事務所 関西支社

主幹研修員

その他鳥獣（　カモシカ　　　　　）

⑧ 対応可能地域
※該当に✓を記入

その他※特定の都道府県、地域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑨ 免許、資格及び登録状況
※該当に✓を記入

狩猟免許　　（ 銃：取得年 H　２５年　、　わな： H　２５年 ）

鳥獣保護管理捕獲コーディネーター

鳥獣管理士（　　　　　　）級

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



様式第2号

522 　　令和７年５月２７日現在

捕獲手法　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

その他（　　　　　 ）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

その他鳥獣（　　 ）

捕獲手法　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

その他（　　　　　 ）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

その他鳥獣（　　 ）

捕獲手法　 侵入防止技術 周辺環境整備 地域合意形成 データに基づく計画立案

野生動物管理（生息調査含む） ICT機器の活用（捕獲通知等） 処理（焼却・減容化）

その他（　　　　　 ）

シカ イノシシ サル クマ（ツキノワグマ・ヒグマ）

ハクビシン アライグマ アナグマ

カラス カモ ヒヨドリ スズメ ムクドリ

その他鳥獣（　　 ）

地域 福井県鯖江市

対策の種類

※該当に✓を記入

対象獣種

※該当に✓を記入

活動の内容

鯖江市は「人と生きもののふるさとづくりマスタープラン」の中で、市民主役で取り組む地域ぐるみの鳥獣被害
対策を進めている。市内に生息している群れの行動範囲が拡がっている現状を踏まえて、以前からサル対策を実
施している集落と新たにサルによる被害が生じ始めた集落に集まっていただき、これからのサル対策について議
論した。基本的な生態や被害防除対策について座学をした後、グループごとに被害に対しての困り事やそれに対
する解決策を挙げてもらいつつ、今後の対応について検討した。

⑫活動実績

活動期間 令和7年3月

対策の種類

※該当に✓を記入

対象獣種

※該当に✓を記入

活動の内容

井手町では、サルによる恒常的な農業被害が発生している。町は住民に電動ガンを配布するなどの対策を取って
いるが、それぞれの住民が単独で対策を実施している状況であった。そこで追い払いを中心にしたニホンザル対
策についての講義を行なった後に、合わせて実習を行うことにより、複数人（できれば集落ぐるみ）での対策の
重要性についての指導を行った。

⑫活動実績

活動期間 令和7年3月

地域 京都府井手町

　農作物野生鳥獣被害対策アドバイザー登録票（活動実績）

活動期間 令和7年1月

地域 奈良県

対策の種類

※該当に✓を記入

対象獣種

※該当に✓を記入

活動の内容

市町村職員を対象に、シカ・イノシシ・サルの生態や主に大型囲いわな・大型檻での捕獲方法についての研修会
を実施した。特にシカやイノシシとサルの捕獲の考え方の違いや捕獲までにかける調査の違い、捕獲方法の違い
などについて指導を行った。また捕獲の際にICT機器の効果的な活用についても説明を行った。

⑫活動実績


